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自由民権運動

上級武士（士格）

さいごう たかもり

西郷隆盛
1827年生

（4・6・7ページ）

おお く ぼ    としみち

おさな

と　さ こう ち

ひ　ぜん ちょうしゅうさ　が やまぐちさ つ ま か   ご  しま

けいかく じ  げにん

し かく

かいかく

りっ し しゃ

り ろん か

ばく

ふ ぐん

大久保利通
1830年生

（6・7ページ）

おおくましげのぶ

大隈重信
1838年生

き  ど  たかよし

木戸孝允
1833年生

（6・７ページ）

いとう ひろぶみ

伊藤博文
1841年生

（11ページ）

なかおかしん た ろう

中岡慎太郎
1838年生

（4ページ）

いたがき たいすけ

板垣退助
1837年生

さかもと りょうま

坂本龍馬
1835年生

（3・5ページ）

ご  とうしょう じ  ろう

後藤象二郎
1838年生

（3・5・12ページ）

うえ  き  え  もり

植木枝盛
1857年生

かたおかけんきち

片岡健吉
1843年生

（７ページ）

どう し

同志

どう し

同志

ともに旧幕
府軍と戦う

ともに政府の
改革を試みる

せいかんろん
征韓論で対立

政治のライバル

政治で対立

下級武士（軽格）・武士以外（地下人）

（6・10・11ページ）

（11ページ）

代表的な理論家

初代立志社社長

土佐（高知県）

薩摩（鹿児島県） 肥前（佐賀県） 長州（山口県）

幼なじみ

おさな

幼なじみ

どう し

同志
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【板垣退助・人物関係図】



　みなさんは、「板垣退助」という人を知っていますか？
おう て もん かいだん

　高知城の追手門から入ると、天守に登る階段のわきに、右手を挙げた

銅像が建っています。この人が、小学６年社会科歴史の教科書でも 
しょうかい

紹介されている板垣退助です。

　退助は、1837（天
てんぽう

保８）年、高知城下にて上級武士の家に生まれ、

後に江
 え  ど  ば く ふ

戸幕府をたおす戦いの中で、大きな役
やくわり

割を果たしました。

　時代は江戸から明
めい じ 

治へと変わり、明治政府が国の近代化を急速に進め

る中で、退助は、政府の行っている一部の役人による政治を批
ひ

判
はん

し、国

民が選ぶ議会（国会）の開設を求める意見書を政府に提出しました。そ

れ以後、国会開設や憲
けんぽう

法制定、税の負
ふ

担
たん

軽減、外国との不平等条約改正

などを求める自
じ

由
ゆう

民
みんけんうんどう

権運動が全国へと広がりました。

　退助は運動の指導者となり、1881（明治 14）年、日本で初めての

政
せいとう

党である自
じ

由
ゆうとう

党ができると、その総
そう

理
り

（党
とうしゅ

首）に選ばれました。

　この自由民権運動は、国民に自由や権
けん

利
り

に対する意識を広め、日本が

東アジアで初めて、憲法を制定し、国会を開いた国となる原動力となり

ました。

このように、退助の働きは近代国家の成立に大きな影響をあたえました。
えいきょう

　江戸時代では民
みん

衆
しゅう

を支配する立場にあった退助が、明治時代になって、

民衆の自由や権利をうったえるようになったのは、どうしてでしょう。

　退助の生
しょう

涯
がい

を通して、この時代の歴史を見ていきましょう。　

（1837 ～ 1919）

板
い た が き た い す け

垣退助って
知っちゅう？
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1837 年５月 21 日（天
てんぽう

保８年４月 17 日）、退助は高

知城
じょう

下
か

で「乾
いぬいけ

家」の長男として生まれました。この乾家は、

代々「馬
うま

廻
まわり

」という、土
と さ は ん

佐藩（高知県）の中で上級武士

に当たる家
いえがら

柄で、退助の幼
おさな

いころの名は「猪
い の

之助
すけ

」とい

いました。

　退助は勉強よりもけんかやすもう、闘
とうけん

犬や闘
とうけい

鶏などの

勝負事が大好きな少年で、いわゆる「がき大
だいしょう

将」でした。

　退助は乱
らんぼう

暴がすぎて、高知城下や近
きんこう

郊４か村への立入

禁止といった処
しょぶん

分を受けることもありました。そのとき

に住んでいた場所は、現在の高知市神
こう

田
だ

です。そこには

記念碑
ひ

が建てられています。（下写真）

　やがて、乾家をついだ退助は、

免
めん

奉
ぶ

行
ぎょう

（年
ねん

貢
ぐ

などを管理する役目）

となり、その翌
よくねん

年には江
え ど

戸での勤
きん

務
む

を命じられました。そして、土

佐にもどってきてからも町
まち

奉
ぶ

行
ぎょう

や

大
おお

目
め

付
つけ

、仕
し

置
おき

役
やく

といった、重要な

役職を務めました。

『板
いたがきたいすけくんでん

垣退助君伝　第
だいいっかん

壱巻』所
しょしゅう

収　（高
こう

知
ち

市
し

立
りつ

自
じ

由
ゆうみんけん

民権記
き

念
ねんかんぞう

館蔵）

　　　退助はどんな
子どもだったので
しょうか。

キーワード
　　　上級武士

少年「猪
い

之
の

助
す け

」から侍
さ む ら い

「退
た い す け

助」へ

　この大きなお
屋
や

敷
しき

は、私の生
まれた家です。

　退助の生まれた
場所を、さがして
みよう。
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● 土佐藩の武士（格
か く

式
し き

と役
や く

職
しょく

） −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

　土佐藩では、武士の家に付く「格式」と、藩の中での役目や仕事である「役職」が複
雑に組み合わさって、上下関係が決まっていました。

「高知市街全図」（高知市立市民図書館蔵）1878（明治 11）年３月刊行
こ う ち  し  がいぜんず めいじ 

　退助の生まれた家は、高知城下の中
なかじま

島町
ちょう

という所にありました。現在、高
こう

野
や じ

寺というお寺の
前にその記念碑があります。

板垣退助生
せいたん ち 

誕地碑（高野寺前）

区　　分 格　　式 役　　職

家
か

老
ろう

藩の政治をまとめる奉
ぶ

行
ぎょうしょく

職や、江戸で藩
はんしゅ

主
を助ける近

きん

習
じゅう

家
か

老
ろう

など
中
ちゅう

老
ろう

仕置役や藩主の側
そばようやく

用役など
馬
うま

廻
まわり

免奉行や郡
こおり

奉行のほか、江戸留
る す い

守居役
やく

など
小
こ

姓
しょう

格
かく

高知城内や江戸・京
きょう

都
と

藩
はんてい

邸での業務のお世
新
しん

小
こ

姓
しょう 話など

留
る す い

守居組	 高知城の警
けい

備
び

など

白
しらふだ

札、郷
ごう し 

士、用
ようにん

人、歩
か ち

行、足軽、その他

上級武士
（士

 し かく

格）
藩の政治の中

ちゅう

枢
すう

を
担
にな

いました。

下級武士
（軽

けいかく

格）
藩の政治の実務を
支えました。

・ 野
の

中
なかけんざん

兼山　　　
（家老）

・ 板垣退助
（馬廻）

・ 後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

（馬廻）

・ 武
た け  ち  は ん ぺ い た

市半平太
（白札）

・ 坂
さかもと け 

本家 ※−−−−−−（郷士）

主な人物・家

この表は『土佐藩』（平
ひ ら  お  み ち  お  ち ょ

尾道雄著）などを参考に作成しています。

※ 坂
さかもと

本龍
りょう

馬
ま

の家

● 退助の幼なじみ  後藤象二郎

● 退助の生まれたまち

（1838～1897）
高
こ う

知
ち

県
け ん り つ

立歴
れ き

史
し

民
み ん ぞ く

俗
資

し

料
りょう

館
か ん

画像蔵

｝

退助の家は、このあたりにありました。

　高野寺の近くにある天
てん

神
じん

橋
ばし

商
しょう

店
てん

街
がい

で
は、毎年５月に退助を記念するイベント
が行われています。

とし

よ

退助とは歳も家も近かった
き、幼いときからおたがいに「い
のす（退助）」「やす（象二郎）」
と呼びあう仲やったがよ。
けんど、けんかをしたとき、わ
しのきらいなヘビを投げつけて
きたき、わしは道に落ちちゅう
馬糞を投げつけちゃったがやき。

ばふん
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　1853（嘉
か

永
えい

６）年のペリー来航以
 い こう

降、日本は国内外

の問題で大きくゆれ、江戸幕府の力が弱まります。土佐

藩でも、幕府への対応などについて、意見がわかれる中

で、退助は、中
なかおかしん た ろう

岡慎太郎の紹
しょう

介
かい

で薩
さつ ま 

摩藩（鹿
 か  ご しま

児島県）の

西
さいごうたかもり

郷隆盛と会合し、武力で幕府をたおす約束をしました。

大隊司令として出

けいおう ぼ しん

　1868（慶応４）年、戊辰戦争が始まると、土佐藩は
じんしょうたい

新政府軍側に参加し、退助は土佐藩部隊「迅衝隊」の
だいたい し れい 

陣
しゅつじん

しました。

　江戸に向かう途
と

中
ちゅう

、退助は「私は甲
こう

州
しゅう

（山
やまなし

梨県）の戦

国武
ぶ

将
しょう

武
たけ

田
だ

信
しんげん

玄の重臣“板
いたがきのぶかた

垣信形”の子孫である。」と

して、「乾
いぬい

」から「板垣」へと改
かいせい

姓します。これによって、

甲州では、土佐藩に味方をする人たちが集まりました。

　戦いは東
とうほく

北地方から北
ほっかいどう

海道へと移りましたが、退助た

ちは会津での激
げきせん

戦の後、東京（江戸から改
かい

称
しょう

）に戻り、

土佐藩の船「夕
ゆうがお

顔」に乗って土佐に帰りました。

　　江戸幕府をたお
す戦いの中で、退助
はどんな役

やくわり

割を果た
したのでしょうか。

キーワード
戊辰戦争

　「戊
ぼ

辰
しんせんそう

戦争従
じゅう

軍
ぐん

土
と さ

佐藩
はんへい

兵」（個人寄
き

託
たく

／高
こう

知
ち

市
し

立
りつ

自
じ

由
ゆうみんけん

民権記
き

念
ねんかん

館保管）

江
え ど

戸幕
ば く  ふ  

府がたおれる 倒
と う ば く

幕運動と退
た い

助
す け

　退助たちが、
戊辰戦争へ出陣
した場所をさが
してみよう。

　この写真は、会
あい

津
づ

（福
ふくしま

島県）での
戦いの 後、 東 京
で写したもので、
中央にすわってい
るのが私です。
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● 戊辰戦争とは −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

　1868（慶応４）年から約１年半にわたり、
と ば

羽・伏
ふし み 

見（京
きょう と はこだて

鳥 都府）や江戸、東北地方、函館（北
海道）にかけて旧幕府軍及びそれを支持する

しょはん

東北諸藩と、新政府軍との間で行われた戦い
のことです。
　1868 年が干

え と

支で戊辰の年に当たることか
ら、戊辰戦争と呼

よ

ばれています。

この地図は『東
と う せ い  き  

征記』（個人寄託／高知市立自由民権記念館保管  片
かたおか

岡家資料）をもとに作成しています。

迅衝隊の行軍ルート図
━　進

しんこう

行路
ろ

○ 宿
しゅく

泊
はく

地
ち

（日付は慶応４・明治元年
  のもので、本隊の到着日）
○×　主な戦場

　土佐藩が、イギリス商人から買った蒸
じょうきせん

気船で
す。1867（慶応 3）
年、後

ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

が
坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

とともに、
長
ながさき

崎から京都へと
向かうときにも、こ
の船に乗りました。

● 退助たちが出陣した場所 ● 土佐藩船「夕顔」
　退助は、迅衝隊約 600 人とともに致

  ち  どうかん

道館
を出陣しました。致道
館とは、土佐藩の学校
として 1862（文

ぶん

久
きゅう

２）
年に設立された文武館を

ぶん ぶ かん

改称したもので、現在、
高知県立武道館の前に、
その門が残っています。

● 会津での思い
退助は、会津での戦いで、次のような思いを持ちました。
「大きな力を持った会津藩だったけれども、戦ったのは武士だけ。もし、

会津の民
みん

衆
しゅう

が武士たちとともに戦っていたら、私たちはこんな短い期間
こうりゃく

では、会津藩を攻略できなかっただろう。豊かで力強い国家をつくる
ためには、国民すべてを平等にして、国民が政治に参加する世の中
にあらため、国民が

い

一
っ

致
ち

団結して国につくすことが大事なのだ。」
　この思いは、後に自由民権運動や社会改良運動に取り組む中でも、
退助の胸

むね

の中にあり続けました。

夕
ゆうがおかん

顔艦絵
え ま

馬（仁
に い だ

井田神社所蔵／
高知市立自由民権記念館保管）

日
にっこう

光の退助象（栃
とち

木
ぎ

県日光市）
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　1871（明治４）年、退助は西
さいごうたかもり

郷隆盛や木
き ど

戸孝
たかよし

允、大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

とともに、明治政府の「参
さん ぎ 

議」という、国の政治
に関する事

ことがら

柄を考える重要な役目につきました。
　政府の中で、当時鎖

さ

国
こく

をしていた朝鮮に対して、武力
を用いてでも国交を認

みと

めさせようという主張（征韓論）
が起こりました。
　西郷は、自分が使者として朝鮮に行くことを主張し、
退助もそのことに賛成しました。しかし、海外視

 し さつ

察から
帰国した大

おお

久
く ぼ

保利
としみち

通たちから、国内の改
かいかく

革を優
ゆうせん

先するべ
きだとして反対されました。そのため、退助は、西郷と
ともに参議の職を辞めました。
　政府を去った退助は、1874（明治７）年、一部の役
人が行う専

せんせい

制政治をやめ、国民の選ぶ議員による議会（国
会）をつくるよう、政府に求めました。

じ ゆうみんけんうんどう

　このことが自由民権運動の始まりとなりました。

　　 退助は、新しい政
府で、どのような働き
をしたのでしょうか。

キーワード
征韓論

錦
にしき

絵
え

「征
せいかんろん

韓論之
の ず

図」（高
こう

知
ち

市
し

立
りつ

自
じ

由
ゆうみんけん

民権記
き

念
ねんかんぞう

館蔵）

 

 

　退助と西
さ い ご う

郷たちが
高知で出会った場所
をさがしてみよう。

　1873（明治６）年、
朝
ちょう

鮮
せん

との国交問題に
ついて、議

 ぎ ろん

論をして
いる様子です。私は、
左側にすわっていま
す。

6 
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● 退助と西郷たちとの会談の地 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

　1871（明治４）年、鹿
か ご

児島
しま

藩
はん

・山
やまぐち

口藩・高
こう

知
ち

藩※の
三藩が協力して天

てんのう

皇を助け、明治の改革を進めていこう
と、西郷隆盛や大久保利通、木戸孝允といった各藩の主
要な人物が高知を訪

おとず

れ、退助と会談を行いました。
　この会談で、三藩から天皇を守る兵（御

ご

親
しん

兵
ぺい

）を差し
出すことが決まり、その兵力を背

はいけい はいはん ち

景に廃藩置県
けん

が行われ
ました。
　会談が行われた場所（現在の東

ひがし

九
く

反
たん

田
だ

公
こうえん

園）には、1866
（慶

けいおう

応２）年、西洋の技術や知識の導入、藩内の産業育成などを目的につくられた
「開

かいせいかん

成館」という土佐藩の機関がありました。
　1874（明治７）年には、政府を辞めて高知に帰った退助が、後に自由民権運動の中心
                                                                                                                                                                 りっ し がくしゃ

的な組織となる「
り

立
っ し しゃ

志社」や、士族の子弟たちを教育するための学校「立志学舎」を置き
ました。

● 海外視察に行った土
と さ

佐人

　片岡健吉は、戊辰戦争に参加した後、1871（明治４）年、
アメリカやヨーロッパへ視察に行くよう政府から命じられま

すがた

した。右の２つの写真を見比べると、健吉の姿が大きく様変
わりしています。
　健吉は、視察先のアメリカやイギリスなどで学校、新聞社、
さ い ば ん し ょ  はだ

裁判所や工場などを見学し、その進んだ文明を肌で感じまし
た。そして、日本にもどった後は、退助とともに自由民権運
動の中心人物の一人として、活躍しました。

西郷隆盛
（1827～1877）

鹿児島県

大久保利通
（1830～1878）

鹿児島県

※高知藩は、廃藩置県によって、高知県となりました。

（「国立国会図書館デジタルコレクション」より）

木戸孝允
（1833～1877）

山口県

憲
けんせい

政之
の

祖
そ

国
こく

碑
ひ

（東九反田公園内）

戊辰戦争時。一番右が健吉。

視察時。一番右が健吉。

かたおかけんきち

片岡健吉（1843 ～ 1903）
高知市出身。戊

 ぼ しん

辰戦争では退助の部下として
かつやく

活躍しました。
　退助とともに政府を辞め，初代立志社社長とな
りました。後には衆議院議長も務めました。

開成館本館（明治10年代『図録高知市史』より）
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　1874（明治７）年、高知に帰った退助は「立志社」
り っ し し ゃ

を設立しました。1877（明治 10）年、九
きゅうしゅう

州で士
 し ぞく

族の反
はんらん

乱
（西南戦争）が起こりました。その最中に立志社は、国

せいなん

 ふ たん

担軽減、不平等条約の改正などを求め会の開設や税の負
る意見書を政府に提出しました。
　自由民権運動が全国に広まる中、1881（明治 14）年、
政府は 10 年後の国会開設を約束しました。自由民権運

　　せいとう

動に取り組む人々は、「自由党」という政党をつくり、退
とうしゅ

助はその総理（党首）に選ばれました。
　自由党は、全国各地で演説会を行うとともに、新聞を
発行しました。そして、憲法の制定や国会の早期開設、

けんぽう

農民や商工業者の自由な発
はってん

展などをうったえました。
　一方で、政府は集会や出版といった表現の自由に対し
て、厳しい取りしまりを行いました。活動資金の不足や

きび

一部の党
とういん

員たちの過
 か げき

激な行動などもあって、自由党は、
わずか３年で解

かいとう

党してしまいました。

錦
にしき

絵
え

「板
いたがきくんそうなん

垣君遭難之
の ず

図」（高
こう

知
ち

市
し

立
りつ

自
じ

由
ゆうみんけん

民権記
き

念
ねんかんぞう

館蔵）

自
じ

由
ゆ う み ん け ん う ん ど う

民権運動が広まる 退
た い す け

助、自
じ

由
ゆ う と う そ う

党総理
り

に

　　  おそわれたとき、
退助は何といったので
しょうか。

キーワード
自由党

　高知ではどんな
運動が行われてい
たのか、調べてみ
よう。

　1882（明
めい じ

治15）年、
ぎ ふ こんしんかい

岐 親会の帰
りに私がおそわれる
事件がありました。

阜での懇
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● 「板垣死すとも、自由は死せず！」−−−−−−−−−−−−−−−−−−

　1882（明治 15）年、岐阜で行われた自由党懇親会会場の玄
げんかん

関先で、退助は、短刀を持っ
た男におそわれました。このとき退助が発したのが「板垣死すとも､ 自由は死せず。」と
いう言葉でした。
　男はすぐに取りおさえられ、退助も命に別状はありませんでした。このときの、退助の
けがの様子は右図のとおりです。
　また、このとき退助をおそった男が持って
いた短刀（下写真）は、高知市立自由民権記
念館に保管されています。

● 高知の自由民権運動

「板垣総理被
ひ

害
がいたんとう

短刀」
（高知市立自由民権記念館蔵）

「退助負
ふ

傷
しょう

図」（『自由民権機
 き みつたんてい

密探偵史
し

料
りょうしゅう

集』より）

こ う ち じ ゆ う し ん ぶ ん
高知新聞の葬式広告
『高知自由新聞』1882（明治 15）年７月16日

（
訳
）　
わ
た
し
た
ち
の
高
知
新
聞
が

一
昨
日
十
四
日
午
後
九
時
に
亡
く

な
っ
た
た
め
、
本
日
午
後
一
時
に
葬

式
を
行
い
ま
す
。
愛
読
者
の
み
な
さ

ん
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
知
新
聞
の
親
友

　
高
知
自
由
新
聞
社
よ
り

「懇
こんしんかいせき

親会席上
じょう

演
えんぜつ

説絵
え ま

馬」
（安

あ き

芸市栃
とち

ノ木
き

仁
に い だ

井田神社所蔵）

 新聞の葬
そ う し き

式？
　政府が表現の自由をおさえこむためにつ

ほうりつ

くった法律により、高知新聞が発行禁止にな
こう ぎ

った、1882（明治15）年７月14 日、抗議
の意味をこめた「新聞の葬式」が行われました。
　発行禁止となった新聞を入れたひつぎは、
そうりょ　 　あおやぎばし

僧侶や記者、愛読者たちとともに青柳橋をわ
　　　　　　ご だいさん か そう

たり、五台山のふもとで火葬されました。

 懇親会に行こう！
きび

しいため、

か

　演説会は政府の取りしまりが厳
自由民権運動の演説と飲食を合わせた会費制
の集会が、高知県各地でたびたび開かれまし
た。
　これが懇親会で、すもうや狩りなど楽しみ
を加えることもあり、「自由」と大きく書か
れた旗を持った人などが多数参加しました。
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めい じ だい に ほんていこくけんぽう は っ ぷ

　1889（明治 22）年、「大日本帝国憲法」が発布され、
 き ぞくいん

貴族院と衆議院の二院制をとる国会（帝国議会）が開
かれるようになりました。
　退助は、国会議員にはならず、政

せいとう

党間の調整や新しい政
党の総

そう り 

理になるなど、国会の外で活動を続けました。
　1896（明治 29）年と 1898（明治 31）年に２回、
退助は内

ない む だいじん

務大臣になりました。２回目は、大
おおくま

隈重
しげのぶ

信を総
理大臣とする日本で最初の政党内

ないかく

閣で、大隈と板垣の名
わいはん よ

板内閣」と呼ばれています。前を取り、「隈
　憲法と議会による政治の形はできたと感じた退助は、
日本の社会をより良くするためのさまざまな意見を発表
しました。
　その内容は、外交や軍事問題をはじめ、労働者や農民

きゅうさい けい む しょ

の救済、家族や家庭のあり方から、刑務所に入っている
女性の子どもの保育まで、はば広いものでした。
　退助は、1919（大正８）年、83 歳

さい

で亡
な

くなりました。

錦
にしき

絵
え

「帝
て い こ く ぎ か い し ゅ う ぎ い ん め い か ん

国議会衆議院銘鑑」（高
こう

知
ち

市
し

立
りつ

自
じ

由
ゆうみんけん

民権記
き

念
ねんかんぞう

館蔵）

　  国会が開かれた
後、退助はどうしたの
でしょうか。

　高知でつくられた
憲法案と、大日本帝
国憲法を比べてみよ
う。

キーワード
　民間でつくられた
憲法案

国会が開かれる  その後の退
た い す け

助

　私たちの求めた国
会（帝国議会）の開
設が実現した様子を
えがいています。
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植
うえ き  え もり

木枝盛　　　（1857～1892）
高知市出身の自由民権運動を代表す

る理
 り ろん か 

論家。退助の子どもの家庭教師を
した経験もあります。

「東
とうようだい に ほんこくこっけんあん

洋大日本国々憲案」
　この憲法案は、枝盛が 1881（明治 14）年の夏に、
自宅の書

しょさい

斎で書いたことが、彼の日記でわかってい
ます。
　220 の条文で構成され、人は生まれながらにして、自由かつ平等であることを基本とし
ており、政府に抵

ていこう

抗し、革
かくめい

命を起こす権利まで認
みと

めていました。
　このほかにも、立

り っ し し ゃ

志社の憲法案である「日
 に  ほ ん け ん ぽ う み こ み あ ん

本憲法見込案」もつくられました。
　これらの憲法案の複製は、高知市立自由民権記念館に展

てん じ 

示されています。

「東洋大日本国々憲案」にある国民の権利
・ 日本国家は、国民の自由権利をなくすような法

ほうりつ

律をつ
くり、行ってはならない。

・ 日本国民は、法律の下において平等であり、思想、信教、
学問、言

げんろん

論、出版、集会、結社、住居、通信、旅行、  
職業選

せんたく

択などの自由をもっている。
・  日本国民は、法律によらないでつかまえられたり、刑

けいばつ

罰 
 を科せられたりすることはない。

● 国
こ っ か い ぎ じ ど う

会議事堂にある３人の銅像
　東京にある国会議事堂の中央広間には、退助
をふくめ、日本の議会政治の基

き そ

礎づくりに大き
な働きのあった３人の銅像があります。

【大隈重信】　1882（明治 15）年、立
りっけん

憲改
かい

進
しん

党
とう

という政党をつくり、1898（明治 31）年、
日本で初めての政

せいとうないかく

党内閣（政党から内閣総理大
臣や大臣を出して組織する内閣のこと）の内閣
総理大臣を務めました。

【伊
 い とうひろぶみ

藤博文】　大日本帝国憲法をつくるときの中心人物で、日本で最
初の内閣総理大臣を務めました。
　ちなみに、中央広間には４つ台座がありますが、一つは銅像があ
りません。これは、４人目をまだ選べていないためですが、「政治に
終わりはない。」という意味もあるといわれています。

● 高知でつくられた憲法案

左から退助、大隈重信、伊藤博文（参議院事務局提供）

４人目の台座はだれでしょう。

枝盛の書斎
（高知市立自由民権記念館常設展示室）
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　1882（明
め い じ

治 15）年、岐
ぎ ふ

阜でおそわれたときの
けががなおった退助は、友人の後

ご

藤
とう

象
しょう

二
 じ ろう

郎にさそわ
れて、ヨーロッパへの視

 し さつ

察旅行に出かけました。
　そして、1883（明治 16）年１月９日、退助は
フランスのパリで、ルイ・ヴィトン社製のトランク
を買いました。トランクの上部にはアルファベット
で大きく“ＩＴＡＧＡＫＩ”（いたがき）と書かれ
ています。
　退助は、ヨーロッパで買った大量の本を、このト
ランクに入れて、持ち帰ったといわれています。

　1882（明治 15）年、退助がおそわれた
ことを知った明治天皇は、 「退助は国家につ
くした人だから、放ってはおけない。」といっ
て、お見まいの使者を出しました。
　また、1887（明治 20）年、「伯

はく

爵
しゃく

」とい
う爵位を受けることになった退助は、２回
にわたってこれを辞退しようとしました。
　このときも、明治天皇から退助に「あな

ちゅう

節
せつ

たの忠 ※を忘れてはいない。こころよく受 
けてほしい 。」 というメッセージが伝えられ
ました。
　このように、明治天皇は退助の人柄を愛 
し、その働きを高く評価していました。

　退助は皇
こうしつ

室のお祝い事にもたびたび出席
しました。そのときに贈

おく

られた記念品の中
には、かわいいボンボニエール（おかし入れ）
もありました。

　ここでは、退助にまつわる、いくつかのエピソードをご紹
しょう

介
かい

します。

板
い た が き た い す け

垣退助あれこれ −−−−−−−−−−−−−−−−−

　その１　退助は有名ブランドのトランクを持っていた？

　その２　明
め い

治
じ

天
て ん の う

皇と退助

ルイ ･ ヴィトン社製トランク
（個人寄

 き たく

託／高知市立自
じ ゆ う み ん け ん き ね ん か ん

由民権記念館保管）

さまざまなボンボニエール
（個人寄託／高知市立自由民権記念館保管）

※主君への忠
ちゅう

義
ぎ

をかたく守ろうとする気持ち。（『大辞泉』より）
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　退助は裕
ゆうふく

福な家に生まれたにも関わらず、自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うんどう

動にお金を使って、すっかりその財産を失って
しまいました。
　1887（明治 20）年５月 28 日付けの『大

お お さ か

阪
日
にっぽう

報』の記事によると、このころの退助の全財産は、
「猟

りょう

犬
けん

２匹
ひき

、家
あ ひ る

鴨 20 羽、猟
りょうじゅう

銃２挺
ちょう

」だけになって
いました。
　そんな苦しい生活であっても、退助は常に自分
が正しいと信じた道を歩んでいきました。

　退助は、お札の図
  ず がら

柄に２回選ばれました。その裏
うらがわ

側は、２回とも国会議事堂でした。

　その３　お金はなくても、志は高く！

　その４　全国に５つある銅像

　その５　２回もお札になった退助

その２　明
め い

治
じ

天
て ん の う

皇と退助

五
ご

拾
じゅっ

銭
せん

札　  1948（昭
しょう

和
わ

23）年発行 百円札　  1953（昭和 28）年発行

見本 見本

日光の退助像
（栃木県日光市）
国会議事堂の退助像
（東京都千代田区）

青梅の退助像
（東京都青梅市）高知の退助像

（高知県高知市）

岐阜の退助像
（岐阜県岐阜市）

1

23
4

5

　退助の銅像は、高知公園（高知城）にある銅像を
ふくめて、日本国内に５つあります。

① 日
にっこう

光の退助像（栃
とち ぎ 

木県日光市）
　 戊

  ぼ しん

辰戦争のとき、退助が日光を守った。
② 国

こっかい

会議
どう とう

京
きょう

事堂の退助像（東 都千代田区）
 退助が日本の議会政治の基 礎をつくった。

③ 青
おう め 

梅の退助像（東京都青梅市）
 青梅の人たちが退助を慕

した

ってつくった。
④ 岐阜の退助像（岐阜県岐阜市）

退助がおそわれた事件があった。
⑤ 高

こう ち

知
 

の退助像（高知県高知市）
退助が高知出身だった。
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板
い た が き た い す け

垣退助  略年表 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

●
死
去
（
１
９
１
９
）

た
い
わ
ん

ほ
う
も
ん

じ
ん
け
ん

じ
ん
り
ょ
く

●
台
湾
を
２
度
訪
問
し
、
人
権
問
題
解
決
に
尽
力
（
１
９
１
４
）

し
ゃ
か
い
せ
い
さ
く

●
『
社
会
政
策
』
を
発
行
し
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
（
１
９
１
１
）

し
ゃ
か
い
か
い
り
ょ
う
か
い

そ
う
さ
い

●
高
知
で
「
社
会
改
良
会
」
を
結
成
、
総
裁
と
な
る
（
１
９
０
７
）

は
く
し
ゃ
く

●
伯
爵
と
な
る
（
１
８
８
７
）

●
再
度
結
成
さ
れ
た
「
自
由
党
」
の
総
理
と
な
る
（
１
８
９
１
）

な
い
む

だ
い
じ
ん

●
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
内
務
大
臣
と
な
る
（
１
８
９
６
）

せ
い
と
う
な
い
か
く

●
日
本
で
初
め
て
の
政
党
内
閣
が
成
立
し
、
内
務
大
臣
と
な
る
（
１
８
９
８
）

こ
う

ち

は
ん
だ
い
さ
ん

じ

●
高
知
藩
大
参
事
に
任
命
さ
れ
る
（
１
８
７
０
）

さ
い
ご
う
た
か
も
り

お
お

く

ぼ
　と
し
み
ち

こ
う
　ち

き

ど

た
か
よ
し

●
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
と
高
知
で
会
談
（
１
８
７
１
）

さ
ん
ぎ

●
明
治
政
府
の
参
議
と
な
る
（
１
８
７
１
）

●
参
議
を
や
め
る
（
１
８
７
３
）

●
国
会
開
設
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
（
１
８
７
４
）

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

※

自
由
民
権
運
動
が
は
じ
ま
る
（
１
８
７
４
）

な
か
じ
ま
ち
ょ
う

う
し
お
え
し
ん

た

●
中
島
町
の
家
か
ら
潮
江
新
田
の
家
に
移
る
（
１
８
７
７
）

じ

ゆ
う
と
う

そ
う

り

●
「
自
由
党
」
が
結
成
さ
れ
、
総
理
と
な
る
（
１
８
８
１
）

ぎ

ふ

●
岐
阜
で
演
説
会
の
帰
り
に
お
そ
わ
れ
る
（
１
８
８
２
）

ご

と
う
し
ょ
う
じ

ろ
う

●
後
藤
象
二
郎
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
で
か
け
る
（
１
８
８
２
）

1850 1860 1870 1880 1890 1900 1910

ね
ん
れ
い

年
齢 １ １７ １８ １９ ２０ ２２ ２４ ２５ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３４ ３６ ３７ ４９ ５０ ５１ ５３ ５５５4 ５８ ６０ ６２ ６８ ７１ ７４７3 ７５ ７８ ８３３２ ３５ ４１ ４６３８ ４５

日
本
の
で
き
ご
と

う
ら

が

○
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
る
（
１
８
５
３
）

ば
く

ふ

に
ち
べ
い

わ

し
ん
じ
ょ
う
や
く

○
江
戸
幕
府
、
日
米
和
親
条
約
を
結
ぶ
（
１
８
５
４
）

に
ち
べ
い
し
ゅ
う
こ
う
つ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
や
く

○
江
戸
幕
府
、
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ぶ
（
１
８
５
８
）

た
け
ち

は
ん
ぺ
い

た

と
さ
き
ん
の
う
と
う

○
武
市
半
平
太
た
ち
が
土
佐
勤
王
党
を
結
成
（
１
８
６
１
）

○
武
市
半
平
太
や
土
佐
勤
王
党
の
人
た
ち
が
つ
か
ま
る
（
１
８
６
３
）

○
武
市
半
平
太
た
ち
が
処
刑
さ
れ
る
（
１
８
６
５
）

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

せ
い
け
ん

て
ん
の
う

○
徳
川
慶
喜
、
政
権
を
天
皇
に
返
す
（
１
８
６
７
）

ご
せ
い
も
ん

○
五
か
条
の
御
誓
文
が
発
表
さ
れ
る
（
１
８
６
８
）

○
戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
〜
１
８
６
９
）

げ
ん
ご
う

○
元
号
が
「
明
治
」
と
な
る
（
１
８
６
８
）

は
い
は
ん

ち
け
ん

○
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
（
１
８
７
１
）

い
わ
く
ら
と
も

み

○
岩
倉
具
視
を
大
使
と
す
る
使
節
団
が
東
京
を
出
発
（
１
８
７
１
）

○
明
治
政
府
が
学
校
制
度
を
つ
く
る
（
１
８
７
２
）

ち
ょ
う
せ
ん

○
朝
鮮
と
の
外
交
問
題
を
め
ぐ
っ
て
政
府
が
分
れ
つ
（
１
８
７
３
）

り
っ
し
し
ゃ

○
高
知
に
「
立
志
社
」
が
設
立
さ
れ
る
（
１
８
７
４
）

せ
い
な
ん

○
西
南
戦
争
（
１
８
７
７
）

○
立
志
社
が
意
見
書
を
政
府
に
提
出
（
１
８
７
７
）

う
え
き

え

も
り

と
う
よ
う
だ
い

に

ほ
ん
こ
く
こ
っ
け
ん
あ
ん

○
植
木
枝
盛
が
「
東
洋
大
日
本
国
々
憲
案
」
を
作
成
（
１
８
８
１
）

○
明
治
政
府
が
10
年
後
の
国
会
開
設
を
約
束
（
１
８
８
１
）

お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ

り
っ
け
ん
か
い
し
ん
と
う

○
大
隈
重
信
が
「
立
憲
改
進
党
」
を
結
成
（
１
８
８
２
）

い

と
う
ひ
ろ
ぶ
み

し
ょ
だ
い
な
い
か
く
そ
う
り

だ
い
じ
ん

○
伊
藤
博
文
が
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
（
１
８
８
５
）

○
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
が
起
こ
る
（
１
８
８
６
）

だ
い
に

ほ
ん
て
い
こ
く
け
ん
ぽ
う

○
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
（
１
８
８
９
）

て
い
こ
く

ぎ

か
い

○
第
一
回
帝
国
議
会
が
開
か
れ
る
（
１
８
９
０
）

に
っ
し
ん

○
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
〜
１
８
９
５
）

○
日
本
で
初
め
て
の
政
党
内
閣
が
成
立
し
、
大
隈
重
信
が
内
閣
総
理

大
臣
と
な
る
（
１
８
９
８
）

に
ち

ろ

○
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
〜
１
９
０
５
）

へ
い
ご
う

こ
う
け
ん

こ
く

ぎ

か
ん

○
朝
鮮
を
併
合
す
る
（
１
９
１
０
）

○
国
技
館
が
開
館
（
１
９
０
９
）

●
大
ず
も
う
の
近
代
化
に
貢
献
（
１
９
０
９
）

い
た
が
き
た
い
す
け

板
垣
退
助
に
関
す
る
こ
と

い
ぬ
い
け

●
乾
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
（
１
８
３
７
）

き
ん
ば
ん

●
江
戸
勤
番
と
な
る
（
１
８
５
５
）

ぶ

さ

ほ
う

じ
ょ
う
か

●
不
作
法
の
行
い
が
あ
り
、
城
下
及
び
四
か
村
へ
立
入
禁
止
と
な
る
（
１
８
５
６
）

め
ん

ぶ
ぎ
ょ
う

●
乾
家
を
つ
ぐ
。
免
奉
行
と
な
る
（
１
８
６
０
）

ま
ち

ぶ

ぎ
ょ
う

お
お
め

つ
け

●
町
奉
行
、
大
目
付
と
な
る
（
１
８
６
４
）

き

へ
い

●
騎
兵
修
行
の
た
め
、
江
戸
へ
行
く
（
１
８
６
６
）

と

さ

は
ん

か
い
か
く

●
土
佐
藩
の
兵
制
改
革
を
手
が
け
る
（
１
８
６
７
）

ぼ
し
ん

●
土
佐
藩
兵
を
率
い
て
戊
辰
戦
争
に
参
加
す
る
（
１
８
６
８
）

え ど
江戸

たいしょう
大正

めい じ
明治

と
う
き
ょ
う

●
東
京
に
帰
り
、
記
念
写
真
を
と
る
（
１
８
６
８
）

時
代

年

14 



板
い た が き た い す け

垣退助  略年表 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

●
死
去
（
１
９
１
９
）

た
い
わ
ん

ほ
う
も
ん

じ
ん
け
ん

じ
ん
り
ょ
く

●
台
湾
を
２
度
訪
問
し
、
人
権
問
題
解
決
に
尽
力
（
１
９
１
４
）

し
ゃ
か
い
せ
い
さ
く

●
『
社
会
政
策
』
を
発
行
し
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
（
１
９
１
１
）

し
ゃ
か
い
か
い
り
ょ
う
か
い

そ
う
さ
い

●
高
知
で
「
社
会
改
良
会
」
を
結
成
、
総
裁
と
な
る
（
１
９
０
７
）

は
く
し
ゃ
く

●
伯
爵
と
な
る
（
１
８
８
７
）

●
再
度
結
成
さ
れ
た
「
自
由
党
」
の
総
理
と
な
る
（
１
８
９
１
）

な
い
む

だ
い
じ
ん

●
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
内
務
大
臣
と
な
る
（
１
８
９
６
）

せ
い
と
う
な
い
か
く

●
日
本
で
初
め
て
の
政
党
内
閣
が
成
立
し
、
内
務
大
臣
と
な
る
（
１
８
９
８
）

こ
う

ち

は
ん
だ
い
さ
ん

じ

●
高
知
藩
大
参
事
に
任
命
さ
れ
る
（
１
８
７
０
）

さ
い
ご
う
た
か
も
り

お
お

く

ぼ

と
し
み
ち

こ
う
ち

き

ど

た
か
よ
し

●
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
と
高
知
で
会
談
（
１
８
７
１
）

さ
ん
ぎ

●
明
治
政
府
の
参
議
と
な
る
（
１
８
７
１
）

●
参
議
を
や
め
る
（
１
８
７
３
）

●
国
会
開
設
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
（
１
８
７
４
）

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

※
 

自
由
民
権
運
動
が
は
じ
ま
る
（
１
８
７
４
）

な
か
じ
ま
ち
ょ
う

う
し
お
え
し
ん

た

●
中
島
町
の
家
か
ら
潮
江
新
田
の
家
に
移
る
（
１
８
７
７
）

じ

ゆ
う
と
う

そ
う

り

●
「
自
由
党
」
が
結
成
さ
れ
、
総
理
と
な
る
（
１
８
８
１
）

ぎ

ふ

●
岐
阜
で
演
説
会
の
帰
り
に
お
そ
わ
れ
る
（
１
８
８
２
）

ご

と
う
し
ょ
う
じ

ろ
う

●
後
藤
象
二
郎
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
で
か
け
る
（
１
８
８
２
）

1850 1860 1870 1880 1890 1900 1910

ね
ん
れ
い

年
齢 １ １７ １８ １９ ２０ ２２ ２４ ２５ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３４ ３６ ３７ ４９ ５０ ５１ ５３ ５５５4 ５８ ６０ ６２ ６８ ７１ ７４７3 ７５ ７８ ８３３２ ３５ ４１ ４６３８ ４５

日
本
の
で
き
ご
と

う
ら

が

○
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
る
（
１
８
５
３
）

ば
く

ふ

に
ち
べ
い

わ

し
ん
じ
ょ
う
や
く

○
江
戸
幕
府
、
日
米
和
親
条
約
を
結
ぶ
（
１
８
５
４
）

に
ち
べ
い
し
ゅ
う
こ
う
つ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
や
く

○
江
戸
幕
府
、
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ぶ
（
１
８
５
８
）

た
け
ち

は
ん
ぺ
い

た

と
さ
き
ん
の
う
と
う

○
武
市
半
平
太
た
ち
が
土
佐
勤
王
党
を
結
成
（
１
８
６
１
）

○
武
市
半
平
太
や
土
佐
勤
王
党
の
人
た
ち
が
つ
か
ま
る
（
１
８
６
３
）

○
武
市
半
平
太
た
ち
が
処
刑
さ
れ
る
（
１
８
６
５
）

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

せ
い
け
ん

て
ん
の
う

○
徳
川
慶
喜
、
政
権
を
天
皇
に
返
す
（
１
８
６
７
）

ご
せ
い
も
ん

○
五
か
条
の
御
誓
文
が
発
表
さ
れ
る
（
１
８
６
８
）

○
戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
〜
１
８
６
９
）

げ
ん
ご
う

○
元
号
が
「
明
治
」
と
な
る
（
１
８
６
８
）

は
い
は
ん

ち
け
ん

○
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
（
１
８
７
１
）

い
わ
く
ら
と
も

み

○
岩
倉
具
視
を
大
使
と
す
る
使
節
団
が
東
京
を
出
発
（
１
８
７
１
）

○
明
治
政
府
が
学
校
制
度
を
つ
く
る
（
１
８
７
２
）

ち
ょ
う
せ
ん

○
朝
鮮
と
の
外
交
問
題
を
め
ぐ
っ
て
政
府
が
分
れ
つ
（
１
８
７
３
）

り
っ
し
し
ゃ

○
高
知
に
「
立
志
社
」
が
設
立
さ
れ
る
（
１
８
７
４
）

せ
い
な
ん

○
西
南
戦
争
（
１
８
７
７
）

○
立
志
社
が
意
見
書
を
政
府
に
提
出
（
１
８
７
７
）

う
え
き

え

も
り

と
う
よ
う
だ
い

に

ほ
ん
こ
く
こ
っ
け
ん
あ
ん

○
植
木
枝
盛
が
「
東
洋
大
日
本
国
々
憲
案
」
を
作
成
（
１
８
８
１
）

○
明
治
政
府
が
10
年
後
の
国
会
開
設
を
約
束
（
１
８
８
１
）

お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ

り
っ
け
ん
か
い
し
ん
と
う

○
大
隈
重
信
が
「
立
憲
改
進
党
」
を
結
成
（
１
８
８
２
）

い

と
う
ひ
ろ
ぶ
み

し
ょ
だ
い
な
い
か
く
そ
う
り

だ
い
じ
ん

○
伊
藤
博
文
が
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
（
１
８
８
５
）

○
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
が
起
こ
る
（
１
８
８
６
）

だ
い
に

ほ
ん
て
い
こ
く
け
ん
ぽ
う

○
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
（
１
８
８
９
）

て
い
こ
く

ぎ

か
い

○
第
一
回
帝
国
議
会
が
開
か
れ
る
（
１
８
９
０
）

に
っ
し
ん

○
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
〜
１
８
９
５
）

○
日
本
で
初
め
て
の
政
党
内
閣
が
成
立
し
、
大
隈
重
信
が
内
閣
総
理

大
臣
と
な
る
（
１
８
９
８
）

に
ち

ろ

○
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
〜
１
９
０
５
）

へ
い
ご
う

こ
う
け
ん

こ
く

ぎ

か
ん

○
朝
鮮
を
併
合
す
る
（
１
９
１
０
）

○
国
技
館
が
開
館
（
１
９
０
９
）

●
大
ず
も
う
の
近
代
化
に
貢
献
（
１
９
０
９
）

い
た
が
き
た
い
す
け

板
垣
退
助
に
関
す
る
こ
と

い
ぬ
い
け

●
乾
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
（
１
８
３
７
）

き
ん
ば
ん

●
江
戸
勤
番
と
な
る
（
１
８
５
５
）

ぶ

さ

ほ
う

じ
ょ
う
か

●
不
作
法
の
行
い
が
あ
り
、
城
下
及
び
四
か
村
へ
立
入
禁
止
と
な
る
（
１
８
５
６
）

め
ん

ぶ
ぎ
ょ
う

●
乾
家
を
つ
ぐ
。
免
奉
行
と
な
る
（
１
８
６
０
）

ま
ち

ぶ

ぎ
ょ
う

お
お
め

つ
け

●
町
奉
行
、
大
目
付
と
な
る
（
１
８
６
４
）

き

へ
い

●
騎
兵
修
行
の
た
め
、
江
戸
へ
行
く
（
１
８
６
６
）

と

さ

は
ん

か
い
か
く

●
土
佐
藩
の
兵
制
改
革
を
手
が
け
る
（
１
８
６
７
）

ぼ
し
ん

●
土
佐
藩
兵
を
率
い
て
戊
辰
戦
争
に
参
加
す
る
（
１
８
６
８
）

え ど
江戸

たいしょう
大正

めい じ
明治

と
う
き
ょ
う

●
東
京
に
帰
り
、
記
念
写
真
を
と
る
（
１
８
６
８
）

時
代

年

15



こうち

み ん  け ん   し  せ き

　「自由は土
と さ

佐の山間より」の言葉
が表すように、土佐（高知県）は自

じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が始まったところです。
高知市内には、退助をはじめ、民権
運動に関する史跡がたくさんありま
す。
　これらの史跡について、高知市立
自由民権記念館でくわしく調べるこ
とができます。

16 

県立公文書館
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調べること	 土
と さ は ん

佐藩の歴史やその仕組み、また武士のくらしなどについて、くわしく調べること
ができます。

開館時間	 月～土　午前９時～午後６時
　日　　午前８時～午後６時

休館日	 年中無休
展示観覧料	 高校生以下無料
住　所	 〒 780-0842　高知市追

おう

手
て

筋
すじ

二丁目７－５
電　話	 088-871-1600
 F A X 	 088-871-1619
ホームページ	 https://www.kochi-johaku.jp/

調べること	 退助が生まれた江
え ど

戸時代から現代まで、高
知県の歴史について調べることができます。

開館時間	 午前９時～午後５時
休館日	 年末年始（企画展等入

いれかえ

替時は臨
りん じ 

時休館・
休室する場合があります。）

展示観覧料	 高校生以下無料
住　所	 〒 783-0044　南

なんこく し 

国市岡
おこ う 

豊町
ちょう

八
はちまん

幡 1099－１
電　話	 088-862-2211
 F A X  	 088-862-2110
ホームページ	 http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/

調べること	 自由民権運動の歴史はもちろん、退助をはじめ、自由民権運動に参加した人たち
や、土

と さ

佐の歴史についても調べることができます。
開館時間	 午前９時 30 分～午後５時
休館日	 月曜日、祝日の翌日、祝日が月曜日と重なる

場合にはその翌日、12月27日～１月４日
展示観

かんらん

覧料	 高校生以下無料
住　所	 〒 781-8010　高知市桟

さんばし

橋通
どおり

四丁目14－３
電　話	 088-831-3336
 F A X 	 088-831-3306
ホームページ	 http://www.i-minken.jp/

　この本を読んで、退助のことをもっとくわしく調べてみたいときは、次の博物館や図
　博物館や図書館には、歴史や本のことについて、くわしく教えてくれる専

せんもん

門の職員（博
がくげいいん

芸員、図書館は司
 し しょ

書といいます。）がいます。
　ぜひ、声をかけて質問をしてみてください。

もっと知りたい！　～退助のことが 学べる博物館・図書館～

■ 高
こ う  ち   し  り つ  じ  ゆ う み ん け ん  き  ね ん か ん

知市立自由民権記念館 …………………………………………………

■ 高
こ う

知
ち

県
け ん り つ こ う

立高知
ち

城
じ ょ う

歴
れ き

史
し

博
は く ぶ つ か ん

物館 ………………………………………………

■ 高
こ う

知
ち

県
け ん り つ

立歴
れ き

史
し

民
み ん ぞ く

俗資
し

料
り ょ う

館
か ん

 …………………………………………………
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調べること	 退助や土佐藩、日本の歴史などに関する図書を借りることができます。
開館時間	 火～金　午前９時～午後８時

　土　　午前９時～午後６時
　　　　（７・８月は午後８時まで）
日・祝日　午前９時～午後６時

休館日	 月曜日（祝日の場合は開館）
毎月第３金曜日（８月及び祝日を除く）
８月11日を含む４日間、12月29日～１月４日

施
 し せつ

設利用料	 無料
住　所	 〒 780-0842　高知市追手筋二丁目１－１
電　話	 088-823-4946
	F A X	 088-823-9352
ホームページ	 https://otepia.kochi.jp/libraly/

調べること	

開館時間	
休館日	

龍馬や退助が子どものころの町の様子など
を調べることができます。
午前８時～午後７時
年６日（HPを御覧下さい）

展示観覧料	 高校生以下無料
住　所	 〒 780-0901　高知市上

かみまち

町二丁目６－33
電　話	 088-820-1115
 F A X 	 088-822-1835
ホームページ	 http://ryoma-hometown.com/

調べること	 退助が免
めんぶぎょう

奉行を務めていたころの古い文書
を見ることができます。　

開館時間	 火～金　午前 10 時～午後６時
土・日　午前 10 時～午後５時

休館日	 月曜日、毎月第３金曜日（８月を除
のぞ

く）、祝日、
12月29日～１月４日、３月中４日の範囲内

展示観覧料	 無料
住　所	 〒 781-0304　高知市春

はる の 

野町
ちょう

西
にしぶん

分 340
電　話	 088-894-2805
 F A X 	 088-894-2812
ホームページ	 http://www.city.kochi.kochi.jp/deeps/20/2019/muse/harunoshiryokan.html

　この本を読んで、退助のことをもっとくわしく調べてみたいときは、次の博 書館に行ってみましょう。
博物館や図書館には、歴史や本のことについて、くわしく教えてくれる専

せんもん

門 物館は学
がくげいいん

芸員、図書館は司
 し しょ

書といいます）がいます。
　ぜひ、声をかけて質問をしてみてください。

もっと知りたい！　～退助のことが 学べる博物館・図書館～

■ 高
こ う

知
ち し

市立
り つ

龍
り ょ う

馬
ま

の生
う

まれたまち記
 き  ね ん か ん

念館 ……………………………………

■ 高
こ う

知
ち し

市春
は る

野
の

郷
き ょ う

土
ど し

資料
り ょ う

館
か ん

 ……………………………………………………

■ オーテピア高
こ う

知
ち

図
と

書
し ょ か ん

館 ……………………………………………………
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　この本の編集・改訂に当たり、以下の先生に御協力をいただきました。（五十音順、敬称略）
けいしょう

　小
お

伊藤強（旭小学校教諭）・小川晶子（昭和小学校校長）・公文拓（昭和小学校教諭）※令和3年度
い と う つよし　あさひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうわ　　　　　　　　　　　　　　く も ん たく

川晶
がわあき

子
こ

（初
みかづき

月小学校教頭）・長
ながまちよしたけ

町吉剛（一
い っ く

宮小学校教
きょう

諭
ゆ

）・山
やまもとみきたけ

本幹丈（大
おお つ 

津小学校教諭）　※平成30年度    

（高知市立自由民権記念館　開館５周年記念特別展解説図録）　

・『板垣退助　－板垣死すとも自由は死せず－』 
こう ち し りつ じ ゆうみんけん き ねんかん とくべつてん

編集・発行　高知市立自由民権記念館

・『板垣退助愛
あいぞうひん

蔵品展　－”板垣死ストモ”時空を超
こ

えて－』
編集・発行　高知市立自由民権記念館

・『立
り っ し し ゃ

志社　－その活動と憲
けんぽう

法草案－』
（高知市立自由民権記念館　平成 10 年度特別展図録）

編集・発行　高知市立自由民権記念館

・『板垣退助君傳
でん き 

記』第一巻
かん

～第四巻
滄
そうめい

溟・宇
う だ

田友
とも

猪著
い ちょ

　

公文
く もん

　

豪校訂  原書房発行
ごうこうてい はらしょぼう

　高知市立自由民権記念館
　高知市桟

さん

橋
ばし

通
どおり

四丁目 14 番３号
　電話：088−831−3336

　2021（令和 3）年 9 月発行

● 協力

● 参考とした図書

編集・発行

BOOK板
い た が き た い す け

垣退助ブック
～言論で国を動かそうとした男～

編集
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知
ち

市
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立
り つ

自
じ

由
ゆ う

民
み ん け ん

権記
き

念
ね ん か ん

館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんばしどおり

〒 78１−8010  高知市桟橋通四丁目 14 番３号
TEL 088−831−3336　FAX 088−831−3306
ホームページ　http://www.i-minken.jp/




